


































































おける 10 電極間の 2 個の組み合わせ（10C2）





































































-------- (1) 式 
アース














したタスクを表 1 に示す。  
 被験者は、実験室に入室後、電極を装着し、十
分な休息をとった後、まず 100 から 3 ずつ減算す
るというタスクを実施し、リセットを行った。そ
の後、1 分間の安静－タスク－1 分間の安静後、
SD 法による 5 段階主観評価を行った。評価項目
は、「楽しい」「癒される」「ストレスを感じない」
「気分の高揚がある」「イライラしない」「元気が




























図 2 プロトコル 
記号 タスク 導出したい感性 内容
A リセット(計算) リセット 閉眼：100から3ずつ減算し、口答　「100、97、94、・・・1」
閉眼：無（20秒）～小（10秒）～大（30秒）～小（10秒）～無（20秒）
B 飛蚊音 開眼：大（10秒）～小（20秒）
※The Why Files  Mosquitoes: Whine on the wingを基に作成
閉眼：2桁の加算（8問）
開眼：2桁の加算（4問）
D ヒーリング音楽 リラックス・癒し 閉眼：はじまりに戻りたい　music by Mikako Tamura
E お笑いDVD 興奮的な楽しさ 開眼：DVD人志松本のすべらない話2より「おかん」























とした。60 個（＝被験者 10 名×タ
スク 6 種）の主成分得点から、主成
分 1 の最も高いものから順次 10 デ
ータを「V1: 総合評価がよい」、最も低いものから順次 10 データを「V2: 総合評価が悪
い」として、学習アルゴリズムにかけてデータベースを作成した。 
 主成分 2 についても同様に、主成分得点の最も高いものから順次 10 データを「V3: 高
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 FF1(cal.) ＝ 2.1（V1－V2）+ 0.96（V3－V4）＋0.02   ------- （3）式 
 




























 収集された脳波を 5.12 秒ずつ切り出し、各帯域における 2 個の電極間相互相関係
数を求めた。次に、前述の試作データベースを用いて、「総合評価（V1－V2）」および







































図 5 主観的総合評価 FF1 (exp.) と総合評価予測値 
FF1 (cal.) との関係 
テル ペ ン 系テル ペ ン 系グレ ープフ ルーツフ ロ ーラル 系
柔軟剤
























































F1(cal.) ＝ 2.33（V1－V2）+ 1.72（V3－V4）－ 0.33    ----  （4） 
 
男性の場合  
F1(cal.) ＝ 1.09（V1－V2）+ 1.09（V3－V4）－ 0.11    ----  （5） 
 
 (4)式および(5)式を用いて算出した F1(exp.)と F1(cal.)との関係を図 7 に示す。両者の























図 7 主観的総合評価値 F1 (exp.)と脳波感性値（V1－V2）および 
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